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私
は
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
七
月
十
日
、
現
住
所
で

あ
る
安
達
郡
大
玉
村
に
生
れ
ま
し
た
。
昭
和
十
六
（
一
九

四
一
）
年
の
兵
隊
検
査
は
難
聴
の
た
め
第
二
乙
種
で
し
た

が
、
後
で
第
一
乙
種
に
編
入
さ
れ
、
昭
和
十
七
年
三
月
一

日
、
教
育
召
集
で
郡
山
第
六
十
六
部
隊
に
入
隊
し
ま
し
た
。

中
隊
長
八
島
実
中
尉
、
部
隊
長
は
笠
原
政
彦
大
佐
で
、
後

に
ビ
ル
マ
、
イ
ン
パ
ー
ル
で
戦
死
し
た
弓
歩
兵
第
二
一
五

連
隊
長
で
し
た
。 

 

翁
島
練
兵
場
の
思
い
出 

昭
和
十
七
年
五
月
、
郡
山
の
兵
舎
を
出
発
、
途
中
磐
梯

熱
海
で
天
幕
張
り
の
訓
練
を
し
て
か
ら
翁
島
練
兵
場
に
着

い
た
。
次
の
日
は
九
九
式
の
軽
機
関
銃
の
射
撃
訓
練
を
し
、

完
全
軍
装
で
目
標
地
点
ま
で
駆
足
。
直
ち
に
三
発
、
五
発

の
射
撃
命
令
で
、
十
発
中
一
発
だ
け
の
命
中
で
教
官
の
梅

宮
見
習
士
官
に
頭
を
ポ
カ
ポ
カ
や
ら
れ
る
。
他
の
兵
は
一

点
も
取
れ
な
か
っ
た
ほ
ど
難
し
い
射
撃
だ
。
後
で
教
官
が

土
手
の
陰
で
い
ろ
い
ろ
と
軍
隊
の
こ
と
を
話
し
て
く
れ
た
。

良
い
教
官
で
し
た
。
次
の
日
は
雨
で
途
中
の
磐
梯
熱
海
温

泉
で
休
憩
を
し
て
、
夜
、
郡
山
の
兵
舎
に
無
事
到
着
し
た
。

皆
で
足
に
出
来
た
豆
に
ス
ミ
を
付
け
た
糸
を
針
で
通
す
。

軍
隊
と
は
面
白
い
所
で
、
銃
の
手
入
れ
の
不
充
分
な
奴
が

い
て
全
員
ビ
ン
タ
、
皆
で
申
し
合
わ
せ
て
顔
に
赤
チ
ン
キ

を
塗
る
こ
と
に
し
た
。
翌
朝
点
呼
の
時
、
中
隊
長
に
「
そ

の
顔
は
何
だ
」
と
聞
か
れ
、
全
員
虫
歯
の
治
療
と
報
告
す

る
。
後
で
班
長
は
制
裁
が
ば
れ
て
訓
示
さ
れ
た
と
か
、
そ

れ
で
ま
た
ビ
ン
タ
を
と
ら
れ
た
。 

 

召
集
解
除 

五
月
二
十
九
日
に
な
っ
て
、
長
男
の
者
は
子
供
を
つ
く

る
た
め
に
除
隊
さ
れ
る
。
二
、
三
男
は
敬
一
〇
八
二
三
部

隊
に
編
入
さ
れ
て
ジ
ャ
ワ
に
派
遣
さ
れ
た
。
こ
れ
に
は
大

山
村
の
菊
地
武
雄
、
本
宮
町
の
佐
藤
清
一
が
行
っ
た
が
終

戦
後
元
気
に
復
員
し
た
。 

長
男
で
除
隊
と
な
っ
た
私
は
、
村
で
は
皆
出
征
し
て
し

ま
っ
て
男
が
少
な
い
の
で
、
銃
後
会
、
警
備
団
、
在
郷
軍
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人
分
会
、
青
年
団
分
団
長
、
青
年
学
校
指
導
員
な
ど
役
付

け
は
何
で
も
や
ら
さ
れ
た
。 

 

臨
時
召
集 

昭
和
十
九
年
九
月
に
な
っ
て
召
集
令
状
が
来
た
。
九
月

十
三
日
に
東
部
第
六
十
五
部
隊
に
入
隊
、
第
八
六
三
七
渡

河
材
料
第
十
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
。
こ
の
部
隊
は
土
工
、

ト
ビ
、
大
工
、
船
員
な
ど
が
多
く
荒
っ
ぽ
い
部
隊
だ
っ
た
。 

兵
舎
は
藁
小
屋
だ
っ
た
。
被
服
係
に
鈴
木
正
男
さ
ん
が

い
て
「
御
前
達
は
ビ
ル
マ
行
き
だ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

兵
舎
の
後
ろ
が
高
校
な
の
で
出
発
日
等
を
書
い
た
手
紙
に

切
手
代
を
添
え
て
、
生
徒
に
密
か
に
投
函
を
頼
ん
だ
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
に
出
発
す
る
部
隊
の
小
姓
内
の
鈴
木
正
蔵
、
薄

黒
内
の
川
越
重
松
の
二
人
に
面
会
謝
絶
の
な
か
密
か
に
面

会
が
出
来
た
。
渡
さ
れ
た
銃
は
九
九
式
だ
が
銃
身
は
粗
削

り
で
、
床
尾
板
は
板
造
り
、
遊
挺
は
蓋
無
し
、
水
筒
は
竹

製
、
飯
盒
は
行
季
弁
当
、
こ
れ
で
は
戦
争
は
出
来
な
い
と

思
っ
た
。 

私
の
出
発
の
日
、
郡
山
駅
の
ホ
ー
ム
で
面
会
に
来
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
と
家
族
を
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
面
会
が
無
い
の
で
使
役
に
出
て
い
た
ら
、
出
発
間
際

に
な
っ
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
家
族
八
人
も
が
来
た
。
本
宮
駅
か

ら
切
符
が
買
え
な
く
て
二
回
に
分
け
て
や
っ
と
手
に
入
れ

た
の
で
遅
く
な
っ
た
と
い
う
。
窓
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
土

産
を
み
ん
な
で
食
べ
た
。
こ
の
時
妻
か
ら
子
供
が
出
来
た

と
聞
か
さ
れ
た
。
僅
か
一
分
間
の
面
会
だ
っ
た
。
軍
隊
と

は
不
思
議
な
も
の
だ
っ
た
。
大
便
所
の
使
用
は
面
会
者
に

譲
れ
と
い
う
こ
と
が
誰
い
う
こ
と
な
く
伝
わ
っ
て
い
た
。 

 

宇
品
港
出
航 

輸
送
指
揮
官
は
佐
藤
少
尉
、
助
手
は
星
軍
曹
で
宇
品
港

を
出
港
し
た
が
敵
潜
水
艦
を
警
戒
し
て
呉
港
に
入
っ
た
き

り
で
、
よ
う
や
く
十
二
船
団
を
組
ん
で
出
港
し
た
。
私
ら

の
船
は
「
永
仁
丸
」
で
八
千
ト
ン
級
、
十
二
ノ
ッ
ト
で
、

毎
日
、
竹
や
網
で
魚
雷
に
や
ら
れ
た
時
の
訓
練
を
や
っ
て

も
ら
っ
た
。 

船
団
は
南
シ
ナ
海
を
南
下
し
、
台
湾
近
く
に
な
っ
て
敵

潜
水
艦
に
二
隻
や
ら
れ
た
。
敵
潜
水
艦
は
余
り
近
く
か
ら

魚
雷
を
発
射
し
た
の
で
沈
没
す
る
船
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

た
の
か
潜
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
敵
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人
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で
も
や
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臨
時
召
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昭
和
十
九
年
九
月
に
な
っ
て
召
集
令
状
が
来
た
。
九
月

十
三
日
に
東
部
第
六
十
五
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隊
に
入
隊
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八
六
三
七
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十
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に
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、
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兵
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の
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ろ
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手
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密
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投
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。
フ

ィ
リ
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ン
に
出
発
す
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隊
の
小
姓
内
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木
正
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薄

黒
内
の
川
越
重
松
の
二
人
に
面
会
謝
絶
の
な
か
密
か
に
面

会
が
出
来
た
。
渡
さ
れ
た
銃
は
九
九
式
だ
が
銃
身
は
粗
削

り
で
、
床
尾
板
は
板
造
り
、
遊
挺
は
蓋
無
し
、
水
筒
は
竹

製
、
飯
盒
は
行
季
弁
当
、
こ
れ
で
は
戦
争
は
出
来
な
い
と

思
っ
た
。 

私
の
出
発
の
日
、
郡
山
駅
の
ホ
ー
ム
で
面
会
に
来
て
い

る
か
も
知
れ
な
い
と
家
族
を
捜
し
た
が
見
つ
か
ら
な
か
っ

た
。
面
会
が
無
い
の
で
使
役
に
出
て
い
た
ら
、
出
発
間
際

に
な
っ
て
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
家
族
八
人
も
が
来
た
。
本
宮
駅
か

ら
切
符
が
買
え
な
く
て
二
回
に
分
け
て
や
っ
と
手
に
入
れ

た
の
で
遅
く
な
っ
た
と
い
う
。
窓
か
ら
投
げ
込
ま
れ
た
土

産
を
み
ん
な
で
食
べ
た
。
こ
の
時
妻
か
ら
子
供
が
出
来
た

と
聞
か
さ
れ
た
。
僅
か
一
分
間
の
面
会
だ
っ
た
。
軍
隊
と

は
不
思
議
な
も
の
だ
っ
た
。
大
便
所
の
使
用
は
面
会
者
に

譲
れ
と
い
う
こ
と
が
誰
い
う
こ
と
な
く
伝
わ
っ
て
い
た
。 

 

宇
品
港
出
航 

輸
送
指
揮
官
は
佐
藤
少
尉
、
助
手
は
星
軍
曹
で
宇
品
港

を
出
港
し
た
が
敵
潜
水
艦
を
警
戒
し
て
呉
港
に
入
っ
た
き

り
で
、
よ
う
や
く
十
二
船
団
を
組
ん
で
出
港
し
た
。
私
ら

の
船
は
「
永
仁
丸
」
で
八
千
ト
ン
級
、
十
二
ノ
ッ
ト
で
、

毎
日
、
竹
や
網
で
魚
雷
に
や
ら
れ
た
時
の
訓
練
を
や
っ
て

も
ら
っ
た
。 

船
団
は
南
シ
ナ
海
を
南
下
し
、
台
湾
近
く
に
な
っ
て
敵

潜
水
艦
に
二
隻
や
ら
れ
た
。
敵
潜
水
艦
は
余
り
近
く
か
ら

魚
雷
を
発
射
し
た
の
で
沈
没
す
る
船
の
渦
に
巻
き
込
ま
れ

た
の
か
潜
る
事
が
出
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
敵
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潜
水
艦
の
乗
組
員
十
九
人
全
員
を
捕
虜
に
し
た
。 

後
で
分
か
っ
た
話
に
よ
る
と
、
我
々
の
「
永
仁
丸
」
を

狙
っ
た
が
、
並
ん
で
い
る
二
隻
を
先
に
し
た
の
で
、
私
達

は
運
良
く
助
か
っ
た
と
か
。
沈
没
し
た
二
隻
に
は
約
二
千

人
が
乗
っ
て
い
た
が
助
か
っ
た
の
は
八
十
人
だ
け
と
い
う
。 

私
は
船
酔
い
で
食
欲
も
無
く
食
べ
な
い
の
で
便
も
出
な

い
。
一
カ
月
に
ト
イ
レ
は
一
回
だ
け
だ
っ
た
。
そ
れ
で
も

何
か
食
わ
な
く
て
は
と
乾
パ
ン
を
一
袋
も
食
っ
て
ビ
ン
タ

を
頂
戴
し
た
。 

船
は
無
事
に
航
行
し
て
サ
イ
ゴ
ン
に
上
陸
と
な
っ
た
が
、

私
は
戦
友
の
担
架
で
上
陸
と
な
っ
た
。
陸
に
上
が
っ
た
ら

二
人
分
働
く
か
ら
と
約
束
し
た
。
そ
し
て
上
陸
し
て
か
ら

は
体
調
も
よ
く
な
り
、
現
地
人
が
売
り
に
来
る
オ
コ
シ
が

う
ま
い
の
で
タ
オ
ル
等
と
交
換
し
て
食
べ
た
。
よ
く
聞
い

て
見
た
ら
彼
等
は
炊
事
場
で
捨
て
た
残
飯
で
オ
コ
シ
を
作

っ
て
売
り
に
来
る
と
か
、
兵
隊
は
ま
た
そ
れ
を
買
っ
て
食

う
と
は
面
白
い
話
だ
。 

サ
イ
ゴ
ン
か
ら
メ
コ
ン
川
を
船
で
上
る
。
船
が
着
岸
す

る
と
現
地
人
が
小
舟
で
物
売
り
に
来
る
。
船
の
上
と
下
で
、

ロ
ー
プ
に
着
け
た
籠
で
買
物
を
す
る
。
ま
る
で
観
光
客
の

よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
船
は
や
が
て
プ
ノ
ン
ペ
ン
に
着

き
、
こ
こ
か
ら
は
毎
日
行
軍
と
な
っ
た
。
ま
た
昔
日
本
で

使
っ
て
い
た
木
炭
の
機
関
車
の
引
く
貨
車
に
乗
る
。
ト
イ

レ
が
無
い
の
で
大
便
は
両
方
か
ら
囲
ん
で
も
ら
っ
て
や
る
。

下
痢
患
者
な
ど
皆
で
助
け
る
。
行
軍
は
赤
土
の
軍
行
路
を

行
き
、
タ
イ
の
バ
ン
コ
ク
に
到
着
。
こ
こ
は
対
戦
国
で
は

な
い
の
で
平
和
で
何
事
も
な
か
っ
た
。 

 

カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ 

前
の
木
炭
機
関
車
と
後
の
機
関
車
の
間
に
連
絡
用
の
ロ

ー
プ
を
張
っ
て
非
常
の
場
合
に
備
え
る
。
薪
を
炊
く
の
で

火
の
粉
が
飛
ん
で
来
て
貨
車
の
天
幕
に
穴
が
空
く
。
昼
間

は
山
に
避
難
し
な
が
ら
薪
を
採
る
。
カ
ン
チ
ャ
ナ
ブ
リ
の

ク
ワ
イ
川
で
は
連
合
国
の
捕
虜
が
裸
で
ド
ラ
ム
缶
を
転
が

し
て
運
搬
し
て
い
た
。
昼
飯
に
な
る
と
そ
の
場
で
作
業
を

止
め
、
口
笛
を
吹
い
て
歌
を
唄
っ
て
か
ら
食
事
に
す
る
の

だ
が
呑
気
な
連
中
だ
っ
た
。 

郡
山
の
第
六
十
六
部
隊
で
は
、
敵
は
ロ
シ
ア
人
で
身
体

が
大
き
い
か
ら
捕
ま
っ
た
ら
駄
目
だ
。
こ
こ
で
は
ロ
シ
ア
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人
で
は
な
か
っ
た
が
大
き
な
兵
隊
だ
っ
た
。
こ
の
鉄
道
を

造
る
に
は
枕
木
一
本
に
一
人
の
割
り
で
彼
ら
が
犠
牲
と
な

っ
て
い
る
と
か
。
墓
標
や
卒
塔
婆
が
見
事
に
並
ん
で
い
る

墓
地
も
あ
っ
た
。 

貨
車
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
ひ
っ
く
り
返
っ
て
い
る
鉄
道
沿
い

に
泰
緬
国
境
を
突
破
し
、
サ
ル
ウ
ィ
ン
川
を
渡
っ
て
か
ら

三
キ
ロ
ほ
ど
歩
い
て
マ
ル
タ
バ
ン
通
り
の
民
家
に
入
っ
た
。

部
落
に
は
二
、
三
十
匹
の
野
良
犬
が
吠
え
て
い
る
の
で
何

か
食
べ
物
を
あ
げ
た
ら
静
か
に
な
っ
た
。 

い
よ
い
よ
ビ
ル
マ
の
ラ
ン
グ
ー
ン
に
入
る
。
そ
し
て
行

軍
に
て
シ
イ
タ
ゴ
ン
バ
コ
タ
ー
後
の
兵
站
に
無
事
に
入
る
。

若
松
を
出
発
し
た
二
百
五
人
中
、
佐
藤
加
吉
と
相
撲
取
り

力
士
外
三
人
が
欠
け
た
が
全
員
集
合
で
賑
や
か
と
な
っ
た
。 

 

蘭
第
六
十
六
部
隊 

渡
河
材
料
第
十
中
隊
が
解
散
し
た
と
か
の
情
報
の
た
め

追
及
出
来
ず
、
蘭
第
六
十
六
部
隊
ラ
ン
グ
ン
警
備
隊
と
な

り
、
満
州
か
ら
来
て
い
た
厳
部
隊
に
編
入
さ
れ
て
二
個
中

隊
と
な
っ
た
。
中
隊
長
は
鈴
木
武
蔵
大
尉
で
隊
付
に
阿
賀

中
尉
、
大
屋
中
尉
、
堀
井
大
尉
が
い
た
。
私
は
六
番
で
一

等
兵
に
な
っ
た
。
終
戦
後
、
先
の
渡
河
部
隊
は
解
散
と
い

う
情
報
は
デ
マ
と
分
っ
た
。 

私
は
先
に
船
酔
い
で
世
話
に
な
っ
た
時
約
束
し
た
の
で

恩
返
し
に
頑
張
っ
た
。
そ
し
て
私
が
指
揮
を
と
っ
て
朝
の

体
操
や
分
列
行
進
を
実
施
し
た
。
後
で
野
田
准
尉
に
呼
ば

れ
「
貴
様
、
国
で
何
を
し
て
い
た
」
の
か
と
い
う
の
で
、

「
青
年
学
校
の
指
導
員
を
し
て
い
た
」
と
話
し
ま
す
と
星

一
つ
で
良
く
や
っ
た
と
褒
め
ら
れ
た
。 

あ
る
日
、
現
地
人
が
騒
ぐ
の
で
出
て
見
る
と
敵
の
Ｂ
29

が
一
度
に
六
機
、
火
を
噴
き
、
次
々
と
空
中
で
爆
破
し
た

よ
う
だ
っ
た
。
爆
弾
を
落
さ
な
い
内
に
高
射
砲
弾
に
当
っ

た
よ
う
だ
。
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
で
落
ち
て
来
る
兵
を
現
地
人

が
棒
で
叩
き
殺
し
た
と
い
う
。
終
戦
後
、
殺
さ
れ
た
人
数

だ
け
日
本
兵
を
戦
犯
に
し
た
と
か
、
犠
牲
に
な
っ
た
兵
に

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。 

二
月
二
十
二
日
、
イ
ン
セ
ン
県
コ
カ
イ
ン
と
い
う
所
で

白
沢
村
の
遠
藤
永
、
中
ノ
沢
ス
キ
ー
場
国
体
選
手
だ
っ
た

沼
尻
の
和
知
千
代
吉
な
ど
六
人
が
、
空
爆
後
の
後
片
付
け

に
行
っ
て
い
る
う
ち
に
二
回
目
の
空
爆
に
会
い
全
員
死
亡
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潜
水
艦
の
乗
組
員
十
九
人
全
員
を
捕
虜
に
し
た
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る
。
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。
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路
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。
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し
た
。
亡
く
な
っ
た
二
人
に
は
、
私
が
手
紙
を
代
筆
し
た

仲
だ
っ
た
。
幸
い
と
言
う
か
、
私
は
そ
の
時
ラ
タ
ー
分
遣

隊
に
い
て
遠
く
か
ら
そ
の
空
爆
を
見
て
い
た
。
佐
藤
少
尉
、

矢
内
、
星
軍
曹
、
磯
谷
が
当
番
で
外
出
が
出
来
な
い
の
で
、

私
は
酒
保
で
四
人
分
の
汁
粉
な
ど
を
買
い
、
水
筒
に
入
れ

て
上
げ
る
。
彼
ら
は
代
わ
り
に
甘
味
品
配
布
の
時
に
は
必

ず
私
に
く
れ
る
。
ラ
ク
ー
分
遣
隊
で
は
私
が
食
糧
係
で
、

水
筒
を
持
て
る
だ
け
持
っ
て
本
部
に
受
領
に
行
く
。
私
は

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
の
で
、
途
中
で
現
地
人
と
タ
バ
コ
と

好
き
な
物
を
交
換
し
て
食
べ
た
。 

宮
城
県
出
身
の
六
年
兵
の
古
参
兵
が
分
遣
隊
長
に
な
る
。

分
遣
隊
勤
務
要
領
を
前
任
者
の
資
料
そ
の
ま
ま
を
動
哨
勤

務
に
指
示
す
る
の
で
困
っ
て
し
ま
う
。
長
谷
川
上
等
兵
が

復
唱
出
来
ず
に
困
っ
て
い
る
時
、
私
が
言
い
方
を
教
え
た

ら
、
逆
恨
み
を
さ
れ
て
、
復
員
し
た
ら
貴
様
と
決
闘
す
る

と
か
で
、
皆
驚
き
心
配
し
た
。
元
暴
力
団
か
与
太
者
ら
し

く
、
後
で
彼
は
ピ
ユ
作
戦
の
偵
察
に
出
さ
れ
、
敵
の
重
戦

車
Ｍ
４
に
遭
遇
、
逃
げ
る
方
向
を
間
違
え
て
田
の
中
で
や

ら
れ
た
ら
し
い
。 

Ｓ
上
等
兵
は
私
と
話
が
合
い
良
い
戦
友
だ
っ
た
。
彼
の

話
に
よ
る
と
映
画
俳
優
の
長
谷
川
一
夫
が
林
長
二
郎
と
名

乗
っ
て
い
た
こ
ろ
、
彼
の
顔
に
斬
り
付
け
て
傷
を
つ
け
た

暴
力
団
員
の
暴
れ
者
が
俺
だ
っ
た
と
語
っ
た
。
こ
の
人
も

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

勤
務
動
哨
中
、
拳
銃
強
盗
が
い
る
と
言
う
知
ら
せ
で
行

っ
て
見
た
ら
現
地
人
二
人
が
騒
い
で
い
る
。
俺
の
銃
は
三

百
メ
ー
ト
ル
届
く
。
お
前
の
拳
銃
は
三
十
メ
ー
ト
ル
し
か

届
か
な
い
。
拳
銃
を
離
さ
な
い
と
撃
ち
殺
す
ぞ
と
日
本
語

の
分
か
る
現
地
人
に
言
わ
せ
た
ら
拳
銃
を
放
し
た
の
で
逮

捕
し
て
刑
務
所
に
引
き
渡
し
た
。
そ
の
後
見
に
行
っ
た
ら

「
マ
ス
タ
ー
、
ム
カ
ン
プ
」
と
笑
っ
て
い
た
。 

動
哨
中
、
あ
る
家
の
中
が
お
か
し
い
の
で
着
剣
し
て
入

る
と
、
通
路
の
両
側
に
八
十
人
ぐ
ら
い
が
覚
醒
剤
麻
薬
の

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
朦
朧
と
し
て
い
る
。
初
め
て
見
て
驚
い

た
。
長
居
は
危
険
な
の
で
直
ぐ
出
て
来
た
。 

ビ
ル
マ
で
は
ど
こ
に
で
も
家
の
周
り
に
ケ
シ
の
花
が
咲

い
て
い
る
。
こ
れ
が
原
料
な
の
だ
。
日
本
の
庭
に
咲
く
コ

ス
モ
ス
や
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
よ
う
だ
。
毒
で
な
い
ケ
シ
の
花
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も
あ
る
。 

 

戦
況
悪
化 

三
月
十
三
日
、
高
射
砲
第
二
十
三
大
隊
に
編
入
さ
れ
た

ば
か
り
の
時
、
空
爆
が
あ
り
タ
コ
壷
に
一
人
ず
つ
入
る
。

良
く
中
を
見
な
い
と
中
に
「
サ
ソ
リ
」
や
眼
く
ら
「
ヘ
ビ
」

が
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
要
注
意
で
あ
る
。
刺
さ
れ
れ
ば

数
秒
で
死
ぬ
と
注
意
さ
れ
た
。 

対
空
監
視
に
つ
い
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
片
耳
難
聴
で

爆
音
発
見
は
早
い
が
方
角
が
分
か
ら
ず
、
「
監
視
長
ど
こ

見
て
る
ん
だ
。
敵
機
は
後
ろ
だ
ぞ
」
と
叱
ら
れ
私
に
は
駄

目
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
敵
の
偵
察
機
が
一
機
来
た
。
次
に

大
編
隊
で
空
爆
さ
れ
火
薬
庫
が
や
ら
れ
た
。 

そ
の
後
で
油
脂
爆
弾
が
途
中
で
火
を
噴
き
な
が
ら
落
下

し
て
大
火
災
に
な
り
、
次
に
ド
ラ
ム
缶
を
落
と
す
。
航
角

〇
で
は
高
射
砲
は
撃
て
ず
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

高
射
砲
陣
地
に
は
不
思
議
に
爆
弾
を
投
下
し
な
か
っ
た
の

で
戦
死
者
も
出
な
か
っ
た
。 

戦
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
ペ
グ
ー
に
出
兵
、
狼
第
四

十
九
師
団
歩
兵
第
一
六
八
連
隊
と
合
同
し
て
四
月
十
七
日

に
は
森
第
五
二
〇
部
隊
を
混
成
で
編
成
し
、
マ
ン
ダ
レ
ー

方
面
に
出
兵
し
た
。
そ
の
時
、
ビ
ル
マ
義
勇
軍
を
見
送
る
。 

私
ら
は
砲
兵
で
大
正
時
代
の
野
砲
を
貨
車
に
付
け
て
行

く
。
一
発
打
つ
ご
と
に
ま
た
陣
地
を
造
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
ん
な
古
い
砲
で
は
駄
目
だ
っ
た
。 

あ
る
日
、
宮
城
県
の
早
坂
邦
雄
、
酒
井
酒
蔵
と
自
分
の

三
人
で
木
の
下
で
寝
て
い
た
ら
敵
機
飛
来
、
見
つ
か
り
、

低
空
で
マ
ン
ゴ
の
木
の
上
す
れ
す
れ
か
ら
銃
撃
さ
れ
、
酒

井
君
が
左
手
を
や
ら
れ
、
私
は
間
一
髪
で
助
か
っ
た
。
三

人
は
大
木
の
周
り
を
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
隠
れ
た
。 

日
本
人
が
い
る
の
が
わ
か
れ
ば
何
回
も
機
銃
掃
射
を
し

て
来
る
。
そ
の
度
に
逃
げ
回
る
。
そ
し
て
土
管
や
橋
の
下

に
隠
れ
る
。
後
か
ら
入
っ
た
者
は
前
に
押
す
。
前
の
者
は

突
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
後
の
奴
を
蹴
飛
ば
す
騒
ぎ
で
あ

る
。
ま
た
防
空
壕
で
は
後
か
ら
入
っ
た
人
の
足
元
に
機
銃

弾
が
パ
チ
パ
チ
と
来
る
の
で
前
に
押
す
。
後
で
笑
っ
て
終

り
、
兵
隊
は
皆
良
い
奴
ば
か
り
だ
っ
た
。 

田
の
中
に
い
た
時
は
長
く
な
っ
て
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
で
も
動
け
ば
た
ち
ま
ち
弾
が
飛
ん
で
来
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し
た
。
亡
く
な
っ
た
二
人
に
は
、
私
が
手
紙
を
代
筆
し
た

仲
だ
っ
た
。
幸
い
と
言
う
か
、
私
は
そ
の
時
ラ
タ
ー
分
遣

隊
に
い
て
遠
く
か
ら
そ
の
空
爆
を
見
て
い
た
。
佐
藤
少
尉
、

矢
内
、
星
軍
曹
、
磯
谷
が
当
番
で
外
出
が
出
来
な
い
の
で
、

私
は
酒
保
で
四
人
分
の
汁
粉
な
ど
を
買
い
、
水
筒
に
入
れ

て
上
げ
る
。
彼
ら
は
代
わ
り
に
甘
味
品
配
布
の
時
に
は
必

ず
私
に
く
れ
る
。
ラ
ク
ー
分
遣
隊
で
は
私
が
食
糧
係
で
、

水
筒
を
持
て
る
だ
け
持
っ
て
本
部
に
受
領
に
行
く
。
私
は

タ
バ
コ
を
吸
わ
な
い
の
で
、
途
中
で
現
地
人
と
タ
バ
コ
と

好
き
な
物
を
交
換
し
て
食
べ
た
。 

宮
城
県
出
身
の
六
年
兵
の
古
参
兵
が
分
遣
隊
長
に
な
る
。

分
遣
隊
勤
務
要
領
を
前
任
者
の
資
料
そ
の
ま
ま
を
動
哨
勤

務
に
指
示
す
る
の
で
困
っ
て
し
ま
う
。
長
谷
川
上
等
兵
が

復
唱
出
来
ず
に
困
っ
て
い
る
時
、
私
が
言
い
方
を
教
え
た

ら
、
逆
恨
み
を
さ
れ
て
、
復
員
し
た
ら
貴
様
と
決
闘
す
る

と
か
で
、
皆
驚
き
心
配
し
た
。
元
暴
力
団
か
与
太
者
ら
し

く
、
後
で
彼
は
ピ
ユ
作
戦
の
偵
察
に
出
さ
れ
、
敵
の
重
戦

車
Ｍ
４
に
遭
遇
、
逃
げ
る
方
向
を
間
違
え
て
田
の
中
で
や

ら
れ
た
ら
し
い
。 

Ｓ
上
等
兵
は
私
と
話
が
合
い
良
い
戦
友
だ
っ
た
。
彼
の

話
に
よ
る
と
映
画
俳
優
の
長
谷
川
一
夫
が
林
長
二
郎
と
名

乗
っ
て
い
た
こ
ろ
、
彼
の
顔
に
斬
り
付
け
て
傷
を
つ
け
た

暴
力
団
員
の
暴
れ
者
が
俺
だ
っ
た
と
語
っ
た
。
こ
の
人
も

行
方
不
明
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。 

勤
務
動
哨
中
、
拳
銃
強
盗
が
い
る
と
言
う
知
ら
せ
で
行

っ
て
見
た
ら
現
地
人
二
人
が
騒
い
で
い
る
。
俺
の
銃
は
三

百
メ
ー
ト
ル
届
く
。
お
前
の
拳
銃
は
三
十
メ
ー
ト
ル
し
か

届
か
な
い
。
拳
銃
を
離
さ
な
い
と
撃
ち
殺
す
ぞ
と
日
本
語

の
分
か
る
現
地
人
に
言
わ
せ
た
ら
拳
銃
を
放
し
た
の
で
逮

捕
し
て
刑
務
所
に
引
き
渡
し
た
。
そ
の
後
見
に
行
っ
た
ら

「
マ
ス
タ
ー
、
ム
カ
ン
プ
」
と
笑
っ
て
い
た
。 

動
哨
中
、
あ
る
家
の
中
が
お
か
し
い
の
で
着
剣
し
て
入

る
と
、
通
路
の
両
側
に
八
十
人
ぐ
ら
い
が
覚
醒
剤
麻
薬
の

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
朦
朧
と
し
て
い
る
。
初
め
て
見
て
驚
い

た
。
長
居
は
危
険
な
の
で
直
ぐ
出
て
来
た
。 

ビ
ル
マ
で
は
ど
こ
に
で
も
家
の
周
り
に
ケ
シ
の
花
が
咲

い
て
い
る
。
こ
れ
が
原
料
な
の
だ
。
日
本
の
庭
に
咲
く
コ

ス
モ
ス
や
ホ
ウ
セ
ン
カ
の
よ
う
だ
。
毒
で
な
い
ケ
シ
の
花
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も
あ
る
。 

 
戦
況
悪
化 

三
月
十
三
日
、
高
射
砲
第
二
十
三
大
隊
に
編
入
さ
れ
た

ば
か
り
の
時
、
空
爆
が
あ
り
タ
コ
壷
に
一
人
ず
つ
入
る
。

良
く
中
を
見
な
い
と
中
に
「
サ
ソ
リ
」
や
眼
く
ら
「
ヘ
ビ
」

が
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
要
注
意
で
あ
る
。
刺
さ
れ
れ
ば

数
秒
で
死
ぬ
と
注
意
さ
れ
た
。 

対
空
監
視
に
つ
い
た
時
の
こ
と
だ
っ
た
。
片
耳
難
聴
で

爆
音
発
見
は
早
い
が
方
角
が
分
か
ら
ず
、
「
監
視
長
ど
こ

見
て
る
ん
だ
。
敵
機
は
後
ろ
だ
ぞ
」
と
叱
ら
れ
私
に
は
駄

目
だ
っ
た
。
あ
る
日
、
敵
の
偵
察
機
が
一
機
来
た
。
次
に

大
編
隊
で
空
爆
さ
れ
火
薬
庫
が
や
ら
れ
た
。 

そ
の
後
で
油
脂
爆
弾
が
途
中
で
火
を
噴
き
な
が
ら
落
下

し
て
大
火
災
に
な
り
、
次
に
ド
ラ
ム
缶
を
落
と
す
。
航
角

〇
で
は
高
射
砲
は
撃
て
ず
、
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。

高
射
砲
陣
地
に
は
不
思
議
に
爆
弾
を
投
下
し
な
か
っ
た
の

で
戦
死
者
も
出
な
か
っ
た
。 

戦
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し
、
ペ
グ
ー
に
出
兵
、
狼
第
四

十
九
師
団
歩
兵
第
一
六
八
連
隊
と
合
同
し
て
四
月
十
七
日

に
は
森
第
五
二
〇
部
隊
を
混
成
で
編
成
し
、
マ
ン
ダ
レ
ー

方
面
に
出
兵
し
た
。
そ
の
時
、
ビ
ル
マ
義
勇
軍
を
見
送
る
。 

私
ら
は
砲
兵
で
大
正
時
代
の
野
砲
を
貨
車
に
付
け
て
行

く
。
一
発
打
つ
ご
と
に
ま
た
陣
地
を
造
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

こ
ん
な
古
い
砲
で
は
駄
目
だ
っ
た
。 

あ
る
日
、
宮
城
県
の
早
坂
邦
雄
、
酒
井
酒
蔵
と
自
分
の

三
人
で
木
の
下
で
寝
て
い
た
ら
敵
機
飛
来
、
見
つ
か
り
、

低
空
で
マ
ン
ゴ
の
木
の
上
す
れ
す
れ
か
ら
銃
撃
さ
れ
、
酒

井
君
が
左
手
を
や
ら
れ
、
私
は
間
一
髪
で
助
か
っ
た
。
三

人
は
大
木
の
周
り
を
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
隠
れ
た
。 

日
本
人
が
い
る
の
が
わ
か
れ
ば
何
回
も
機
銃
掃
射
を
し

て
来
る
。
そ
の
度
に
逃
げ
回
る
。
そ
し
て
土
管
や
橋
の
下

に
隠
れ
る
。
後
か
ら
入
っ
た
者
は
前
に
押
す
。
前
の
者
は

突
き
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
後
の
奴
を
蹴
飛
ば
す
騒
ぎ
で
あ

る
。
ま
た
防
空
壕
で
は
後
か
ら
入
っ
た
人
の
足
元
に
機
銃

弾
が
パ
チ
パ
チ
と
来
る
の
で
前
に
押
す
。
後
で
笑
っ
て
終

り
、
兵
隊
は
皆
良
い
奴
ば
か
り
だ
っ
た
。 

田
の
中
に
い
た
時
は
長
く
な
っ
て
死
ん
だ
ふ
り
を
し
て

い
る
。
ち
ょ
っ
と
で
も
動
け
ば
た
ち
ま
ち
弾
が
飛
ん
で
来
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る
。
皆
す
ば
や
い
。
洗
濯
物
は
午
前
中
に
し
て
午
後
は
白

い
物
な
ど
の
干
し
物
は
要
注
意
だ
っ
た
。 

敵
機
は
午
前
中
は
来
な
い
。
戦
争
は
明
る
い
内
に
や
り
、

夜
は
ゆ
っ
く
り
休
も
う
と
放
送
し
て
い
る
。
日
本
軍
は
昼

は
休
ん
で
夜
切
り
込
み
戦
術
で
動
く
。
イ
ギ
リ
ス
の
兵
隊

は
焚
き
火
し
て
ビ
ー
ル
な
ど
飲
ん
で
い
る
。
周
囲
の
立
木

な
ど
は
皆
バ
ラ
バ
ラ
に
折
れ
て
い
る
。
鉄
道
の
貨
車
な
ど

穴
だ
ら
け
、
よ
く
兵
隊
に
当
た
ら
な
い
。
皆
隠
れ
る
の
が

上
手
に
な
っ
た
。 

ピ
エ
川
で
は
橋
を
爆
破
し
て
敵
が
来
な
い
よ
う
に
し
、

そ
れ
に
よ
り
先
は
通
行
止
め
と
な
り
駅
前
に
は
多
く
い
る

病
人
や
患
者
の
う
な
る
声
が
ひ
ど
い
。
ま
る
で
地
獄
の
よ

う
だ
っ
た
。
前
線
よ
り
後
送
さ
れ
た
患
者
を
輸
送
す
る
看

護
婦
は
モ
ン
ペ
姿
で
衛
生
兵
と
共
に
逃
げ
て
来
た
。
可
哀

相
だ
が
、
こ
れ
が
戦
争
に
負
け
た
姿
だ
、
残
念
で
し
た
。 

 

逃
避
行 

私
の
部
隊
は
九
州
の
菊
部
隊
の
後
か
ら
、
マ
ン
ダ
レ
ー

街
道
を
敵
中
突
破
す
る
と
い
う
の
で
、
二
日
分
の
飯
を
持

ち
、
白
い
布
な
ど
で
目
印
を
付
け
、「
山
」
と
「
河
」
の
合

言
葉
で
出
発
す
る
。
毎
日
敵
の
Ｍ
４
重
戦
車
が
轟
々
と
何

百
台
も
ラ
ン
グ
ー
ン
に
向
っ
て
行
く
。
私
達
は
高
射
砲
で

戦
車
を
撃
っ
た
。
戦
車
に
向
う
人
間
爆
弾
「
ア
ン
パ
ン
」

と
い
わ
れ
る
爆
雷
を
持
っ
て
、
命
令
一
つ
で
戦
車
に
向
っ

て
体
当
た
り
し
死
に
行
く
。
こ
の
有
様
を
私
ら
は
高
台
か

ら
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。 

病
死
の
靖
国
街
道
の
脇
の
道
を
案
内
兵
と
共
に
進
ん
だ

が
、
道
に
迷
っ
て
菊
部
隊
に
お
い
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

次
の
日
よ
り
毎
日
逃
避
行
で
あ
る
。
自
分
の
部
隊
の
名
を

書
い
た
紙
を
木
の
枝
に
付
け
て
お
く
、
そ
れ
を
見
て
い
つ

誰
が
通
過
し
た
か
が
分
か
る
。
皆
ば
ら
ば
ら
に
行
動
す
る
。

見
つ
か
れ
ば
空
爆
さ
れ
る
。 

渡
河
な
ど
に
は
服
を
脱
ぎ
頭
の
上
に
上
げ
て
渡
っ
た
。

運
悪
く
敵
機
に
見
つ
か
れ
ば
さ
っ
と
河
の
中
に
潜
る
。
ま

た
迫
撃
砲
の
弾
も
「
ヒ
ュ
ル
ル
」
と
飛
ん
で
来
る
。
敵
は

落
下
傘
で
降
り
て
山
の
陰
か
ら
攻
撃
し
て
来
る
。
も
う
駄

目
だ
。
今
度
会
う
時
は
靖
国
神
社
で
と
別
れ
る
。
捕
虜
に

な
っ
た
。
日
本
兵
が
拡
声
機
で
「
日
本
兵
の
皆
さ
ん
も
は

や
三
八
式
歩
兵
銃
は
時
代
お
く
れ
で
す
。
旧
式
銃
を
捨
て
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て
降
伏
し
な
さ
い
。
精
神
力
の
戦
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

な
ど
と
放
送
し
て
い
る
。 

雨
が
降
り
泥
ん
こ
に
な
り
立
つ
こ
と
も
出
来
な
い
兵
隊

は
、
身
軽
に
な
る
た
め
に
鉄
兜
と
防
毒
面
な
ど
を
捨
て
る
。

飯
盒
だ
け
は
捨
て
な
い
。
下
痢
止
め
の
た
め
木
炭
を
か
じ

り
な
が
ら
歩
い
た
。 

食
糧
も
無
く
死
に
切
れ
な
い
で
い
る
兵
隊
の
口
に
は
蝿

や
蛆
が
出
て
い
る
。
無
残
な
姿
、
最
後
に
は
自
決
す
る
。

こ
の
兵
隊
に
も
故
郷
に
は
親
兄
弟
、
妻
や
子
が
毎
日
無
事

を
祈
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
涙
が
出
て
悲
し
く
な
っ
た
。

統
制
力
も
無
い
弱
い
兵
隊
は
道
端
で
死
を
持
つ
だ
け
だ
。 

兵
補
と
し
て
日
本
軍
人
と
共
に
訓
練
し
た
ビ
ル
マ
義
勇

軍
が
三
月
下
旬
に
反
乱
し
、
友
軍
と
思
っ
て
近
づ
く
と
や

ら
れ
た
兵
隊
も
多
く
い
た
。
義
勇
軍
の
班
長
と
し
て
行
動

し
た
日
本
軍
人
は
全
部
殺
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

山
の
中
を
何
千
人
も
の
敗
者
が
後
退
す
る
。
山
道
を
歩

い
て
い
る
と
薮
の
蔭
か
ら
鶏
が
飛
び
立
つ
。
野
鶏
と
言
う
。

野
鶏
が
い
る
と
必
ず
人
家
が
あ
る
。
人
家
に
近
づ
く
と
村

の
若
い
者
が
櫓
の
上
に
上
が
り
、
拍
子
木
を
叩
く
。
す
る

と
住
民
は
老
人
を
残
し
、
皆
頭
の
上
に
南
瓜
や
食
糧
等
を

入
れ
て
ざ
る
を
載
せ
、
運
ん
で
し
ま
う
。 

雨
期
に
な
る
前
に
山
焼
き
を
し
て
、
そ
の
後
に
種
を
蒔

く
。
雨
期
に
な
れ
ば
毎
日
雨
が
降
る
の
で
稲
が
育
ち
、
米

の
収
穫
と
な
る
。
陸
稲
の
も
ち
米
で
あ
る
。
兵
隊
が
徴
発

に
行
く
と
、
老
人
の
目
は
苦
に
な
る
の
か
、
つ
い
物
を
隠

し
た
所
に
動
く
、
そ
こ
を
掘
っ
て
見
る
と
パ
ン
の
実
、
バ

ナ
ナ
、
果
物
等
が
入
っ
て
い
る
。
私
達
は
老
人
に
「
ジ
ャ

パ
ン
ゼ
ッ
ク
、
バ
イ
サ
ン
、
ム
シ
ブ
タ
ー
メ
ン
、
ネ
ン
ネ

ペ
ー
パ
イ
」（
日
本
兵
お
金
無
い
米
を
少
し
下
さ
い
）
と
い

っ
て
少
し
頂
き
お
礼
を
し
て
来
る
。 

私
の
部
隊
は
渡
河
隊
な
の
で
、
ノ
コ
ギ
リ
、
ナ
タ
な
ど

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
竹
を
刈
り
筏
を
作
っ
て
私
達
を
乗

せ
向
う
岸
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
敵
さ
ん
は
時
々
放
送
し

て
「
日
本
は
負
け
た
の
だ
。
天
皇
は
戦
争
反
対
な
の
だ
、

悪
い
の
は
軍
の
指
導
者
な
の
だ
。
白
い
布
で
『
ア
イ
サ
レ

ン
』
だ
と
言
っ
て
出
て
来
な
さ
い
。
軍
人
と
し
て
恥
じ
な

い
待
遇
を
す
る
か
ら
。
故
郷
で
は
妻
や
子
が
無
事
で
帰
っ

て
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
い
る
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る
。
皆
す
ば
や
い
。
洗
濯
物
は
午
前
中
に
し
て
午
後
は
白

い
物
な
ど
の
干
し
物
は
要
注
意
だ
っ
た
。 

敵
機
は
午
前
中
は
来
な
い
。
戦
争
は
明
る
い
内
に
や
り
、

夜
は
ゆ
っ
く
り
休
も
う
と
放
送
し
て
い
る
。
日
本
軍
は
昼

は
休
ん
で
夜
切
り
込
み
戦
術
で
動
く
。
イ
ギ
リ
ス
の
兵
隊

は
焚
き
火
し
て
ビ
ー
ル
な
ど
飲
ん
で
い
る
。
周
囲
の
立
木

な
ど
は
皆
バ
ラ
バ
ラ
に
折
れ
て
い
る
。
鉄
道
の
貨
車
な
ど

穴
だ
ら
け
、
よ
く
兵
隊
に
当
た
ら
な
い
。
皆
隠
れ
る
の
が

上
手
に
な
っ
た
。 

ピ
エ
川
で
は
橋
を
爆
破
し
て
敵
が
来
な
い
よ
う
に
し
、

そ
れ
に
よ
り
先
は
通
行
止
め
と
な
り
駅
前
に
は
多
く
い
る

病
人
や
患
者
の
う
な
る
声
が
ひ
ど
い
。
ま
る
で
地
獄
の
よ

う
だ
っ
た
。
前
線
よ
り
後
送
さ
れ
た
患
者
を
輸
送
す
る
看

護
婦
は
モ
ン
ペ
姿
で
衛
生
兵
と
共
に
逃
げ
て
来
た
。
可
哀

相
だ
が
、
こ
れ
が
戦
争
に
負
け
た
姿
だ
、
残
念
で
し
た
。 

 

逃
避
行 

私
の
部
隊
は
九
州
の
菊
部
隊
の
後
か
ら
、
マ
ン
ダ
レ
ー

街
道
を
敵
中
突
破
す
る
と
い
う
の
で
、
二
日
分
の
飯
を
持

ち
、
白
い
布
な
ど
で
目
印
を
付
け
、「
山
」
と
「
河
」
の
合

言
葉
で
出
発
す
る
。
毎
日
敵
の
Ｍ
４
重
戦
車
が
轟
々
と
何

百
台
も
ラ
ン
グ
ー
ン
に
向
っ
て
行
く
。
私
達
は
高
射
砲
で

戦
車
を
撃
っ
た
。
戦
車
に
向
う
人
間
爆
弾
「
ア
ン
パ
ン
」

と
い
わ
れ
る
爆
雷
を
持
っ
て
、
命
令
一
つ
で
戦
車
に
向
っ

て
体
当
た
り
し
死
に
行
く
。
こ
の
有
様
を
私
ら
は
高
台
か

ら
た
だ
見
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
。 

病
死
の
靖
国
街
道
の
脇
の
道
を
案
内
兵
と
共
に
進
ん
だ

が
、
道
に
迷
っ
て
菊
部
隊
に
お
い
て
行
か
れ
て
し
ま
っ
た
。

次
の
日
よ
り
毎
日
逃
避
行
で
あ
る
。
自
分
の
部
隊
の
名
を

書
い
た
紙
を
木
の
枝
に
付
け
て
お
く
、
そ
れ
を
見
て
い
つ

誰
が
通
過
し
た
か
が
分
か
る
。
皆
ば
ら
ば
ら
に
行
動
す
る
。

見
つ
か
れ
ば
空
爆
さ
れ
る
。 

渡
河
な
ど
に
は
服
を
脱
ぎ
頭
の
上
に
上
げ
て
渡
っ
た
。

運
悪
く
敵
機
に
見
つ
か
れ
ば
さ
っ
と
河
の
中
に
潜
る
。
ま

た
迫
撃
砲
の
弾
も
「
ヒ
ュ
ル
ル
」
と
飛
ん
で
来
る
。
敵
は

落
下
傘
で
降
り
て
山
の
陰
か
ら
攻
撃
し
て
来
る
。
も
う
駄

目
だ
。
今
度
会
う
時
は
靖
国
神
社
で
と
別
れ
る
。
捕
虜
に

な
っ
た
。
日
本
兵
が
拡
声
機
で
「
日
本
兵
の
皆
さ
ん
も
は

や
三
八
式
歩
兵
銃
は
時
代
お
く
れ
で
す
。
旧
式
銃
を
捨
て
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て
降
伏
し
な
さ
い
。
精
神
力
の
戦
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」

な
ど
と
放
送
し
て
い
る
。 

雨
が
降
り
泥
ん
こ
に
な
り
立
つ
こ
と
も
出
来
な
い
兵
隊

は
、
身
軽
に
な
る
た
め
に
鉄
兜
と
防
毒
面
な
ど
を
捨
て
る
。

飯
盒
だ
け
は
捨
て
な
い
。
下
痢
止
め
の
た
め
木
炭
を
か
じ

り
な
が
ら
歩
い
た
。 

食
糧
も
無
く
死
に
切
れ
な
い
で
い
る
兵
隊
の
口
に
は
蝿

や
蛆
が
出
て
い
る
。
無
残
な
姿
、
最
後
に
は
自
決
す
る
。

こ
の
兵
隊
に
も
故
郷
に
は
親
兄
弟
、
妻
や
子
が
毎
日
無
事

を
祈
っ
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
涙
が
出
て
悲
し
く
な
っ
た
。

統
制
力
も
無
い
弱
い
兵
隊
は
道
端
で
死
を
持
つ
だ
け
だ
。 

兵
補
と
し
て
日
本
軍
人
と
共
に
訓
練
し
た
ビ
ル
マ
義
勇

軍
が
三
月
下
旬
に
反
乱
し
、
友
軍
と
思
っ
て
近
づ
く
と
や

ら
れ
た
兵
隊
も
多
く
い
た
。
義
勇
軍
の
班
長
と
し
て
行
動

し
た
日
本
軍
人
は
全
部
殺
さ
れ
た
よ
う
だ
。 

山
の
中
を
何
千
人
も
の
敗
者
が
後
退
す
る
。
山
道
を
歩

い
て
い
る
と
薮
の
蔭
か
ら
鶏
が
飛
び
立
つ
。
野
鶏
と
言
う
。

野
鶏
が
い
る
と
必
ず
人
家
が
あ
る
。
人
家
に
近
づ
く
と
村

の
若
い
者
が
櫓
の
上
に
上
が
り
、
拍
子
木
を
叩
く
。
す
る

と
住
民
は
老
人
を
残
し
、
皆
頭
の
上
に
南
瓜
や
食
糧
等
を

入
れ
て
ざ
る
を
載
せ
、
運
ん
で
し
ま
う
。 

雨
期
に
な
る
前
に
山
焼
き
を
し
て
、
そ
の
後
に
種
を
蒔

く
。
雨
期
に
な
れ
ば
毎
日
雨
が
降
る
の
で
稲
が
育
ち
、
米

の
収
穫
と
な
る
。
陸
稲
の
も
ち
米
で
あ
る
。
兵
隊
が
徴
発

に
行
く
と
、
老
人
の
目
は
苦
に
な
る
の
か
、
つ
い
物
を
隠

し
た
所
に
動
く
、
そ
こ
を
掘
っ
て
見
る
と
パ
ン
の
実
、
バ

ナ
ナ
、
果
物
等
が
入
っ
て
い
る
。
私
達
は
老
人
に
「
ジ
ャ

パ
ン
ゼ
ッ
ク
、
バ
イ
サ
ン
、
ム
シ
ブ
タ
ー
メ
ン
、
ネ
ン
ネ

ペ
ー
パ
イ
」（
日
本
兵
お
金
無
い
米
を
少
し
下
さ
い
）
と
い

っ
て
少
し
頂
き
お
礼
を
し
て
来
る
。 

私
の
部
隊
は
渡
河
隊
な
の
で
、
ノ
コ
ギ
リ
、
ナ
タ
な
ど

を
持
っ
て
い
る
の
で
、
竹
を
刈
り
筏
を
作
っ
て
私
達
を
乗

せ
向
う
岸
ま
で
送
っ
て
く
れ
た
。
敵
さ
ん
は
時
々
放
送
し

て
「
日
本
は
負
け
た
の
だ
。
天
皇
は
戦
争
反
対
な
の
だ
、

悪
い
の
は
軍
の
指
導
者
な
の
だ
。
白
い
布
で
『
ア
イ
サ
レ

ン
』
だ
と
言
っ
て
出
て
来
な
さ
い
。
軍
人
と
し
て
恥
じ
な

い
待
遇
を
す
る
か
ら
。
故
郷
で
は
妻
や
子
が
無
事
で
帰
っ

て
来
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
」
と
い
っ
て
い
る
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が
、
誰
一
人
と
し
て
信
用
は
し
な
か
っ
た
。 

シ
ッ
タ
ン
河
の
ベ
グ
ー
タ
ド
ン
と
の
中
間
ピ
リ
ン
で
歩

哨
警
戒
中
、
私
は
マ
ラ
リ
ア
に
罹
り
、
は
じ
め
て
高
熱
を

発
し
て
歩
哨
を
交
代
し
て
休
憩
中
に
、
ビ
ル
マ
方
面
軍
幹

部
全
員
が
四
月
二
十
六
日
ラ
ン
グ
ー
ン
警
備
の
た
め
に
残

さ
れ
た
。 

砲
兵
隊
は
ペ
グ
ー
に
出
兵
し
、
空
に
な
っ
た
ラ
ン
グ
ー

ン
に
は
連
合
軍
が
五
月
二
日
に
無
血
上
陸
し
、
四
日
に
は

ペ
グ
ー
も
落
ち
、
敵
中
に
残
さ
れ
た
者
は
全
員
自
決
や
玉

砕
を
し
た
。
二
十
三
万
の
兵
は
十
三
万
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。 ピ

リ
ン
で
原
隊
と
合
同
、
直
ち
に
モ
ー
ル
メ
ン
に
出
発

し
た
が
私
は
マ
ラ
リ
ア
で
部
隊
行
動
が
出
来
な
い
の
で
自

決
用
手
榴
弾
を
も
ら
い
一
人
で
歩
い
た
。
明
る
く
な
れ
ば

現
地
人
に
殺
さ
れ
る
。
死
ん
だ
ら
物
品
と
入
歯
を
取
ら
れ

丸
裸
に
さ
れ
る
の
だ
。
前
に
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
覚
悟

し
て
い
た
。 

 

マ
ラ
リ
ア
と
の
闘
病
生
活 

一
人
で
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
て
い
た
ら
狼
部
隊
の
ト
ラ
ッ
ク

隊
が
来
て
「
貴
様
ど
こ
の
部
隊
か
」
と
い
わ
れ
「
福
島
だ
」

と
話
し
た
。
私
が
東
北
弁
で
、
福
島
県
人
ば
か
り
の
部
隊

だ
っ
た
の
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
い
キ
ニ
ム
ジ
ョ
狼

の
兵
站
病
院
に
入
院
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
入
院
後
二
日
間

は
脳
炎
で
何
も
分
か
ら
ず
、
軍
医
の
診
断
時
に
耳
に
さ
し

た
聴
診
器
が
牛
の
鼻
環
に
見
え
た
の
で
頭
を
殴
っ
た
そ
う

だ
。 ま

た
前
に
立
っ
て
い
る
兵
隊
を
敵
さ
ん
と
思
い
、
銃
で

突
っ
込
ん
で
皆
に
足
を
叩
か
れ
正
気
に
な
り
軍
医
に
絞
ら

れ
た
。
夜
水
を
飲
み
た
く
て
庭
の
水
溜
り
を
見
つ
け
飲
ん

だ
ら
、
明
る
く
な
っ
て
見
る
と
兵
隊
の
小
便
で
あ
っ
た
。

ま
た
顔
を
洗
う
と
熱
が
出
る
。
そ
れ
か
ら
三
カ
月
ぐ
ら
い

は
洗
わ
な
か
っ
た
。 

体
調
も
回
復
し
た
あ
る
日
、
ビ
ル
マ
人
の
所
に
遊
び
に

行
っ
た
。
ビ
ル
マ
人
は
日
本
軍
に
礼
を
し
た
い
と
言
う
。

事
情
を
聞
く
と
「
舗
装
道
路
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
歩
き
、
脇

の
副
道
を
牛
馬
や
現
地
人
が
通
る
様
に
さ
れ
て
い
た
が
、

日
本
軍
が
来
た
お
陰
で
差
別
が
無
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
た
。 
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病
院
か
ら
タ
ド
ン
に
行
き
検
査
、
体
調
は
良
く
な
っ
た

と
は
い
え
ま
だ
一
人
で
歩
く
こ
と
が
出
来
ず
、
両
脇
を
兵

隊
に
支
え
ら
れ
て
夢
中
で
歩
く
。
汽
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

時
々
空
爆
に
遭
う
と
貨
車
の
下
に
潜
り
助
か
っ
た
。
マ
ル

タ
バ
ン
よ
り
幅
三
キ
ロ
以
上
も
あ
る
河
を
三
十
分
ぐ
ら
い

か
か
っ
て
渡
っ
た
。
モ
ー
ル
メ
ン
兵
站
病
院
に
入
院
し
た
。

こ
こ
の
病
院
で
は
病
人
に
も
飯
上
げ
さ
せ
る
。
夢
中
で
バ

ッ
カ
ン
を
担
ぐ
、
酷
い
所
だ
。
「
貴
様
等
は
一
銭
五
厘
だ
」

と
馬
鹿
に
さ
れ
る
。 

あ
の
戦
争
で
泰
緬
鉄
道
を
建
設
、
武
器
弾
薬
や
兵
員
の

輸
送
に
必
要
な
架
橋
工
事
を
強
行
し
た
鉄
道
第
九
連
隊
は

六
千
九
百
八
十
二
人
が
死
亡
し
、
終
戦
後
、
生
き
残
っ
た

幹
部
の
軍
人
は
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
の
で
す
。 

私
は
重
病
と
な
り
歩
く
こ
と
が
出
来
ず
戦
友
に
支
え
ら

れ
渡
河
し
、
カ
ン
チ
ャ
ブ
リ
の
土
手
に
い
た
ら
イ
ギ
リ
ス

軍
捕
虜
が
私
を
見
て
道
路
ま
で
背
負
っ
て
行
き
、
水
を
飲

ま
せ
て
く
れ
助
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
元
気
に
な
る
。
あ
の

軍
人
に
は
今
で
も
思
い
出
し
て
感
謝
し
て
い
る
。 

 

終 

戦 

六
月
二
十
六
日
、
泰
国
に
入
り
バ
ン
コ
ク
の
第
一
六
陸

軍
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
が
出
来
、
初
め
て
白
衣
を
着
た
。

泰
国
は
交
戦
国
で
な
か
っ
た
の
で
平
和
で
あ
っ
た
。
七
月

六
日
転
進
さ
れ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
第
一
四
九
陸
軍
病
院
に

入
院
、
こ
こ
で
療
養
し
元
気
に
な
る
。
そ
の
後
コ
ン
ポ
ン

チ
ャ
ム
練
成
隊
に
入
り
、
豚
の
飼
育
や
鶏
の
飼
育
な
ど
を

す
る
。 

コ
ン
ポ
ン
ク
ウ
ニ
ャ
ン
に
使
役
に
行
っ
た
ら
青
田
村
の

遠
藤
君
が
入
院
し
て
い
た
。
前
に
会
っ
た
時
、
足
に
巻
い

て
い
た
毛
布
を
取
っ
て
見
た
ら
疥
癬

か
い
せ
ん

が
酷
く
、
足
に
蛆
が

わ
い
て
い
た
。
二
人
で
蛆
取
り
を
し
た
の
で
今
度
は
良
く

な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。 

自
動
車
で
品
物
受
領
に
行
く
。
何
だ
か
今
日
は
住
民
が

変
だ
品
物
が
値
上
り
し
て
い
る
。
不
思
議
に
思
っ
て
い
る

と
病
院
よ
り
迎
え
に
来
て
直
ぐ
帰
れ
と
い
う
。
病
院
に
帰

っ
た
ら
前
の
外
科
病
院
で
「
わ
っ
」
泣
き
叫
ぶ
声
が
高
い
。

日
本
は
戦
争
に
負
け
た
と
の
こ
と
、
明
日
は
手
足
の
な
く

な
っ
た
ダ
ル
マ
病
人
は
皆
殺
し
、
兵
隊
は
去
勢
し
、
日
本

魂
を
何
と
か
す
る
と
か
、
何
だ
か
分
か
ら
な
い
デ
マ
で
大
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が
、
誰
一
人
と
し
て
信
用
は
し
な
か
っ
た
。 

シ
ッ
タ
ン
河
の
ベ
グ
ー
タ
ド
ン
と
の
中
間
ピ
リ
ン
で
歩

哨
警
戒
中
、
私
は
マ
ラ
リ
ア
に
罹
り
、
は
じ
め
て
高
熱
を

発
し
て
歩
哨
を
交
代
し
て
休
憩
中
に
、
ビ
ル
マ
方
面
軍
幹

部
全
員
が
四
月
二
十
六
日
ラ
ン
グ
ー
ン
警
備
の
た
め
に
残

さ
れ
た
。 

砲
兵
隊
は
ペ
グ
ー
に
出
兵
し
、
空
に
な
っ
た
ラ
ン
グ
ー

ン
に
は
連
合
軍
が
五
月
二
日
に
無
血
上
陸
し
、
四
日
に
は

ペ
グ
ー
も
落
ち
、
敵
中
に
残
さ
れ
た
者
は
全
員
自
決
や
玉

砕
を
し
た
。
二
十
三
万
の
兵
は
十
三
万
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。 ピ

リ
ン
で
原
隊
と
合
同
、
直
ち
に
モ
ー
ル
メ
ン
に
出
発

し
た
が
私
は
マ
ラ
リ
ア
で
部
隊
行
動
が
出
来
な
い
の
で
自

決
用
手
榴
弾
を
も
ら
い
一
人
で
歩
い
た
。
明
る
く
な
れ
ば

現
地
人
に
殺
さ
れ
る
。
死
ん
だ
ら
物
品
と
入
歯
を
取
ら
れ

丸
裸
に
さ
れ
る
の
だ
。
前
に
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
覚
悟

し
て
い
た
。 

 

マ
ラ
リ
ア
と
の
闘
病
生
活 

一
人
で
フ
ラ
フ
ラ
歩
い
て
い
た
ら
狼
部
隊
の
ト
ラ
ッ
ク

隊
が
来
て
「
貴
様
ど
こ
の
部
隊
か
」
と
い
わ
れ
「
福
島
だ
」

と
話
し
た
。
私
が
東
北
弁
で
、
福
島
県
人
ば
か
り
の
部
隊

だ
っ
た
の
で
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
せ
て
も
ら
い
キ
ニ
ム
ジ
ョ
狼

の
兵
站
病
院
に
入
院
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
入
院
後
二
日
間

は
脳
炎
で
何
も
分
か
ら
ず
、
軍
医
の
診
断
時
に
耳
に
さ
し

た
聴
診
器
が
牛
の
鼻
環
に
見
え
た
の
で
頭
を
殴
っ
た
そ
う

だ
。 ま

た
前
に
立
っ
て
い
る
兵
隊
を
敵
さ
ん
と
思
い
、
銃
で

突
っ
込
ん
で
皆
に
足
を
叩
か
れ
正
気
に
な
り
軍
医
に
絞
ら

れ
た
。
夜
水
を
飲
み
た
く
て
庭
の
水
溜
り
を
見
つ
け
飲
ん

だ
ら
、
明
る
く
な
っ
て
見
る
と
兵
隊
の
小
便
で
あ
っ
た
。

ま
た
顔
を
洗
う
と
熱
が
出
る
。
そ
れ
か
ら
三
カ
月
ぐ
ら
い

は
洗
わ
な
か
っ
た
。 

体
調
も
回
復
し
た
あ
る
日
、
ビ
ル
マ
人
の
所
に
遊
び
に

行
っ
た
。
ビ
ル
マ
人
は
日
本
軍
に
礼
を
し
た
い
と
言
う
。

事
情
を
聞
く
と
「
舗
装
道
路
は
イ
ギ
リ
ス
人
が
歩
き
、
脇

の
副
道
を
牛
馬
や
現
地
人
が
通
る
様
に
さ
れ
て
い
た
が
、

日
本
軍
が
来
た
お
陰
で
差
別
が
無
く
な
っ
た
」
と
喜
ん
で

い
た
。 
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病
院
か
ら
タ
ド
ン
に
行
き
検
査
、
体
調
は
良
く
な
っ
た

と
は
い
え
ま
だ
一
人
で
歩
く
こ
と
が
出
来
ず
、
両
脇
を
兵

隊
に
支
え
ら
れ
て
夢
中
で
歩
く
。
汽
車
に
乗
せ
て
も
ら
い
、

時
々
空
爆
に
遭
う
と
貨
車
の
下
に
潜
り
助
か
っ
た
。
マ
ル

タ
バ
ン
よ
り
幅
三
キ
ロ
以
上
も
あ
る
河
を
三
十
分
ぐ
ら
い

か
か
っ
て
渡
っ
た
。
モ
ー
ル
メ
ン
兵
站
病
院
に
入
院
し
た
。

こ
こ
の
病
院
で
は
病
人
に
も
飯
上
げ
さ
せ
る
。
夢
中
で
バ

ッ
カ
ン
を
担
ぐ
、
酷
い
所
だ
。
「
貴
様
等
は
一
銭
五
厘
だ
」

と
馬
鹿
に
さ
れ
る
。 

あ
の
戦
争
で
泰
緬
鉄
道
を
建
設
、
武
器
弾
薬
や
兵
員
の

輸
送
に
必
要
な
架
橋
工
事
を
強
行
し
た
鉄
道
第
九
連
隊
は

六
千
九
百
八
十
二
人
が
死
亡
し
、
終
戦
後
、
生
き
残
っ
た

幹
部
の
軍
人
は
戦
犯
と
し
て
処
刑
さ
れ
た
の
で
す
。 

私
は
重
病
と
な
り
歩
く
こ
と
が
出
来
ず
戦
友
に
支
え
ら

れ
渡
河
し
、
カ
ン
チ
ャ
ブ
リ
の
土
手
に
い
た
ら
イ
ギ
リ
ス

軍
捕
虜
が
私
を
見
て
道
路
ま
で
背
負
っ
て
行
き
、
水
を
飲

ま
せ
て
く
れ
助
け
ら
れ
た
。
そ
の
後
元
気
に
な
る
。
あ
の

軍
人
に
は
今
で
も
思
い
出
し
て
感
謝
し
て
い
る
。 

 

終 

戦 

六
月
二
十
六
日
、
泰
国
に
入
り
バ
ン
コ
ク
の
第
一
六
陸

軍
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
が
出
来
、
初
め
て
白
衣
を
着
た
。

泰
国
は
交
戦
国
で
な
か
っ
た
の
で
平
和
で
あ
っ
た
。
七
月

六
日
転
進
さ
れ
、
プ
ノ
ン
ペ
ン
の
第
一
四
九
陸
軍
病
院
に

入
院
、
こ
こ
で
療
養
し
元
気
に
な
る
。
そ
の
後
コ
ン
ポ
ン

チ
ャ
ム
練
成
隊
に
入
り
、
豚
の
飼
育
や
鶏
の
飼
育
な
ど
を

す
る
。 

コ
ン
ポ
ン
ク
ウ
ニ
ャ
ン
に
使
役
に
行
っ
た
ら
青
田
村
の

遠
藤
君
が
入
院
し
て
い
た
。
前
に
会
っ
た
時
、
足
に
巻
い

て
い
た
毛
布
を
取
っ
て
見
た
ら
疥
癬

か
い
せ
ん

が
酷
く
、
足
に
蛆
が

わ
い
て
い
た
。
二
人
で
蛆
取
り
を
し
た
の
で
今
度
は
良
く

な
っ
た
と
言
っ
て
い
た
。 

自
動
車
で
品
物
受
領
に
行
く
。
何
だ
か
今
日
は
住
民
が

変
だ
品
物
が
値
上
り
し
て
い
る
。
不
思
議
に
思
っ
て
い
る

と
病
院
よ
り
迎
え
に
来
て
直
ぐ
帰
れ
と
い
う
。
病
院
に
帰

っ
た
ら
前
の
外
科
病
院
で
「
わ
っ
」
泣
き
叫
ぶ
声
が
高
い
。

日
本
は
戦
争
に
負
け
た
と
の
こ
と
、
明
日
は
手
足
の
な
く

な
っ
た
ダ
ル
マ
病
人
は
皆
殺
し
、
兵
隊
は
去
勢
し
、
日
本

魂
を
何
と
か
す
る
と
か
、
何
だ
か
分
か
ら
な
い
デ
マ
で
大
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騒
ぎ
と
な
り
、
重
要
書
類
等
は
全
部
焼
き
払
う
始
末
で
あ

る
。
南
方
軍
の
元
気
な
者
は
最
後
の
一
兵
ま
で
戦
う
の
だ

と
言
う
。 

私
は
八
月
十
日
、
四
国
の
壮
歩
兵
第
一
四
四
連
隊
に
編

入
と
な
る
。
連
隊
長
は
吉
田
章
雄
大
佐
。 

プ
ノ
ン
ペ
ン
で
陸
海
軍
人
に
賜
っ
た
勅
令
、
南
方
軍
将

兵
に
与
え
る
訓
示
を
寺
内
寿
一
大
将
か
ら
全
員
受
け
る
。

「
皆
最
後
ま
で
内
地
帰
還
す
る
の
を
待
て
」
と
訓
示
さ
れ

る
。
そ
の
後
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
街
地
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
護
衛

の
警
備
な
ど
に
日
本
軍
は
使
わ
れ
た
。
そ
の
後
ロ
メ
ヤ
ス

に
移
動
し
、
こ
こ
で
武
装
解
除
を
さ
れ
た
。
持
ち
金
は
全

部
出
す
、
新
兵
器
は
河
に
投
げ
、
古
い
兵
器
の
菊
の
紋
章

は
削
り
取
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
兵
は
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い

か
ら
、
日
本
軍
は
こ
ん
な
武
器
し
か
無
か
っ
た
の
か
と
笑

っ
て
い
た
。 

ロ
メ
ヤ
ス
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
に
移
動
す
る
時
、
部
隊
長
の

乗
馬
を
現
地
人
に
託
し
て
我
々
は
汽
車
で
出
発
し
た
。
す

る
と
軍
馬
は
部
隊
長
を
追
っ
て
列
車
の
後
か
ら
走
っ
て
く

る
。
こ
の
姿
を
見
て
皆
涙
を
流
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
移
動

す
る
経
費
を
係
が
持
ち
逃
げ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
毎
日
山

に
入
っ
て
薪
を
取
り
、
炊
事
に
苦
労
し
た
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
入
り 

バ
リ
ヤ
で
「
安
達
郡
の
者
は
い
る
か
」
と
い
う
の
で
返

事
を
し
た
ら
勇
部
隊
の
今
井
健
君
だ
っ
た
。
夜
今
井
君
の

所
に
行
っ
た
ら
正
月
な
の
で
部
下
に
捕
ら
せ
た
魚
や
酒
や

餅
な
ど
を
御
馳
走
に
な
り
、
帰
り
に
は
鯨
の
缶
詰
六
個
も

頂
い
て
来
て
皆
で
食
べ
た
。
勇
部
隊
に
は
渡
辺
喜
伝
治
氏

も
い
た
そ
う
だ
が
、
夜
六
時
後
は
外
出
禁
止
で
行
け
な
か

っ
た
。
私
の
部
隊
は
四
国
高
知
の
壮
兵
団
で
四
年
も
五
年

も
除
隊
が
な
い
兵
隊
が
多
く
い
た
。 

そ
し
て
バ
リ
ヤ
を
出
発
、
毎
日
十
里
ぐ
ら
い
の
行
軍
で

ロ
ン
タ
ン
に
着
い
た
。
毎
日
昼
食
後
の
一
時
間
は
遊
泳
の

時
間
だ
っ
た
。
私
は
海
の
遊
泳
は
初
め
て
で
も
あ
り
海
は

駄
目
だ
っ
た
。
百
メ
ー
ト
ル
も
沖
に
出
て
し
ま
っ
て
戻
れ

な
く
な
っ
た
。
手
を
上
げ
て
助
け
を
求
め
た
ら
助
け
に
来

た
人
が
私
よ
り
後
ろ
で
溺
れ
て
い
る
人
の
方
に
行
っ
て
し

ま
っ
て
私
は
駄
目
。
泳
い
で
も
少
し
も
岸
の
方
に
戻
れ
な

い
の
で
仕
方
な
く
海
の
中
に
潜
り
底
を
歩
い
て
浅
い
所
ま
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で
戻
っ
た
。 

豆
腐
作
り
を
し
た
時
不
審
番
に
ず
る
い
奴
が
い
て
時
間

を
誤
魔
化
す
。
豆
を
う
る
か
す
番
の
兵
が
二
十
分
も
早
く

起
さ
れ
て
仕
事
に
か
か
り
、
豆
が
う
る
か
し
過
ぎ
に
な
っ

て
臭
く
な
っ
て
全
部
オ
カ
ラ
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

私
が
薪
集
め
の
当
番
で
山
に
入
っ
た
時
、
急
に
ザ
ワ
ザ

ワ
と
す
る
の
で
黙
っ
て
見
て
い
た
ら
、
猿
の
大
群
、
百
匹

ぐ
ら
い
が
木
か
ら
木
に
移
動
し
て
い
た
の
だ
。
何
も
し
な

い
で
帰
っ
て
現
地
人
に
話
し
た
ら
騒
い
だ
り
石
を
投
げ
た

り
す
る
と
猿
が
襲
っ
て
来
て
殺
さ
れ
る
と
か
。
そ
の
後
私

は
怖
い
の
で
別
の
場
所
で
薪
を
取
る
こ
と
に
し
た
。 

 

自
給
自
足 

田
を
耕
す
馬
耕
を
作
っ
た
が
、
四
国
の
兵
隊
の
中
に
は

馬
耕
を
し
た
人
が
い
な
い
の
で
、
私
が
部
隊
の
軍
馬
を
借

り
て
来
て
鞍
を
直
し
て
毎
日
二
反
歩
づ
つ
耕
し
た
。
桑
の

葉
な
ど
七
日
ぐ
ら
い
で
食
え
る
。
キ
ュ
ウ
リ
、
南
瓜
、
ナ

ス
も
水
さ
え
掛
け
れ
ば
無
肥
料
で
作
れ
た
。 

あ
る
日
、
現
地
人
が
娘
二
人
を
連
れ
て
来
て
、
ど
の
娘

で
も
く
れ
る
か
ら
娘
の
婿
に
な
れ
と
言
わ
れ
た
。
私
は
故

郷
に
妻
子
が
い
る
か
ら
と
断
っ
た
。
美
し
い
女
だ
っ
た
。

婿
に
で
も
な
っ
て
い
た
ら
村
長
に
で
も
な
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
そ
の
後
、
毎
日
五
、
六
人
が
私
の
仕
事
を
見
学
に

来
て
い
た
。
田
の
耕
作
が
終
る
と
、
今
度
は
ア
ヒ
ル
当
番

に
な
る
。
ま
た
池
に
は
魚
が
い
る
の
で
全
員
仕
事
を
休
ん

で
池
の
水
を
払
い
、
鰻
を
箱
に
三
つ
も
捕
り
、
毎
日
鰻
料

理
を
味
っ
た
が
、
三
日
も
す
る
と
飽
き
て
駄
目
だ
っ
た
。 

 

復 

員 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
、
ア
メ
リ
カ
の
「
リ
ィ

バ
テ
ィ
」
で
「
ベ
ト
ナ
ム
」
の
「
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
か
ら

復
員
す
る
こ
と
に
な
る
。
荷
物
の
検
査
、
写
真
、
刃
物
な

ど
全
部
明
細
書
に
書
き
、
多
い
と
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 

ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
私
が
い
つ
も
一
番
先
に
名
前
を
申
告

し
て
出
よ
う
と
し
た
ら
、
尋
問
す
る
と
言
っ
て
戻
さ
れ
る
。

マ
ラ
イ
に
い
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
わ
れ｢

あ
り
ま
せ
ん｣

と
返
事
を
し
た
ら
パ
ス
と
い
わ
れ
た
。
弓
削
中
尉
が
私
を

突
き
飛
ば
す
よ
う
に
急
が
し
て
通
過
さ
せ
て
く
れ
た
。
有

り
難
い
。 

そ
の
場
に
は
何
か
さ
れ
た
と
言
う
女
達
が
首
実
験
の
た
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騒
ぎ
と
な
り
、
重
要
書
類
等
は
全
部
焼
き
払
う
始
末
で
あ

る
。
南
方
軍
の
元
気
な
者
は
最
後
の
一
兵
ま
で
戦
う
の
だ

と
言
う
。 

私
は
八
月
十
日
、
四
国
の
壮
歩
兵
第
一
四
四
連
隊
に
編

入
と
な
る
。
連
隊
長
は
吉
田
章
雄
大
佐
。 

プ
ノ
ン
ペ
ン
で
陸
海
軍
人
に
賜
っ
た
勅
令
、
南
方
軍
将

兵
に
与
え
る
訓
示
を
寺
内
寿
一
大
将
か
ら
全
員
受
け
る
。

「
皆
最
後
ま
で
内
地
帰
還
す
る
の
を
待
て
」
と
訓
示
さ
れ

る
。
そ
の
後
プ
ノ
ン
ペ
ン
市
街
地
で
フ
ラ
ン
ス
人
の
護
衛

の
警
備
な
ど
に
日
本
軍
は
使
わ
れ
た
。
そ
の
後
ロ
メ
ヤ
ス

に
移
動
し
、
こ
こ
で
武
装
解
除
を
さ
れ
た
。
持
ち
金
は
全

部
出
す
、
新
兵
器
は
河
に
投
げ
、
古
い
兵
器
の
菊
の
紋
章

は
削
り
取
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
兵
は
こ
の
事
実
を
知
ら
な
い

か
ら
、
日
本
軍
は
こ
ん
な
武
器
し
か
無
か
っ
た
の
か
と
笑

っ
て
い
た
。 

ロ
メ
ヤ
ス
よ
り
ベ
ト
ナ
ム
に
移
動
す
る
時
、
部
隊
長
の

乗
馬
を
現
地
人
に
託
し
て
我
々
は
汽
車
で
出
発
し
た
。
す

る
と
軍
馬
は
部
隊
長
を
追
っ
て
列
車
の
後
か
ら
走
っ
て
く

る
。
こ
の
姿
を
見
て
皆
涙
を
流
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
に
移
動

す
る
経
費
を
係
が
持
ち
逃
げ
し
て
し
ま
っ
た
の
で
毎
日
山

に
入
っ
て
薪
を
取
り
、
炊
事
に
苦
労
し
た
。 

 

ベ
ト
ナ
ム
入
り 

バ
リ
ヤ
で
「
安
達
郡
の
者
は
い
る
か
」
と
い
う
の
で
返

事
を
し
た
ら
勇
部
隊
の
今
井
健
君
だ
っ
た
。
夜
今
井
君
の

所
に
行
っ
た
ら
正
月
な
の
で
部
下
に
捕
ら
せ
た
魚
や
酒
や

餅
な
ど
を
御
馳
走
に
な
り
、
帰
り
に
は
鯨
の
缶
詰
六
個
も

頂
い
て
来
て
皆
で
食
べ
た
。
勇
部
隊
に
は
渡
辺
喜
伝
治
氏

も
い
た
そ
う
だ
が
、
夜
六
時
後
は
外
出
禁
止
で
行
け
な
か

っ
た
。
私
の
部
隊
は
四
国
高
知
の
壮
兵
団
で
四
年
も
五
年

も
除
隊
が
な
い
兵
隊
が
多
く
い
た
。 

そ
し
て
バ
リ
ヤ
を
出
発
、
毎
日
十
里
ぐ
ら
い
の
行
軍
で

ロ
ン
タ
ン
に
着
い
た
。
毎
日
昼
食
後
の
一
時
間
は
遊
泳
の

時
間
だ
っ
た
。
私
は
海
の
遊
泳
は
初
め
て
で
も
あ
り
海
は

駄
目
だ
っ
た
。
百
メ
ー
ト
ル
も
沖
に
出
て
し
ま
っ
て
戻
れ

な
く
な
っ
た
。
手
を
上
げ
て
助
け
を
求
め
た
ら
助
け
に
来

た
人
が
私
よ
り
後
ろ
で
溺
れ
て
い
る
人
の
方
に
行
っ
て
し

ま
っ
て
私
は
駄
目
。
泳
い
で
も
少
し
も
岸
の
方
に
戻
れ
な

い
の
で
仕
方
な
く
海
の
中
に
潜
り
底
を
歩
い
て
浅
い
所
ま
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で
戻
っ
た
。 

豆
腐
作
り
を
し
た
時
不
審
番
に
ず
る
い
奴
が
い
て
時
間

を
誤
魔
化
す
。
豆
を
う
る
か
す
番
の
兵
が
二
十
分
も
早
く

起
さ
れ
て
仕
事
に
か
か
り
、
豆
が
う
る
か
し
過
ぎ
に
な
っ

て
臭
く
な
っ
て
全
部
オ
カ
ラ
に
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。 

私
が
薪
集
め
の
当
番
で
山
に
入
っ
た
時
、
急
に
ザ
ワ
ザ

ワ
と
す
る
の
で
黙
っ
て
見
て
い
た
ら
、
猿
の
大
群
、
百
匹

ぐ
ら
い
が
木
か
ら
木
に
移
動
し
て
い
た
の
だ
。
何
も
し
な

い
で
帰
っ
て
現
地
人
に
話
し
た
ら
騒
い
だ
り
石
を
投
げ
た

り
す
る
と
猿
が
襲
っ
て
来
て
殺
さ
れ
る
と
か
。
そ
の
後
私

は
怖
い
の
で
別
の
場
所
で
薪
を
取
る
こ
と
に
し
た
。 

 

自
給
自
足 

田
を
耕
す
馬
耕
を
作
っ
た
が
、
四
国
の
兵
隊
の
中
に
は

馬
耕
を
し
た
人
が
い
な
い
の
で
、
私
が
部
隊
の
軍
馬
を
借

り
て
来
て
鞍
を
直
し
て
毎
日
二
反
歩
づ
つ
耕
し
た
。
桑
の

葉
な
ど
七
日
ぐ
ら
い
で
食
え
る
。
キ
ュ
ウ
リ
、
南
瓜
、
ナ

ス
も
水
さ
え
掛
け
れ
ば
無
肥
料
で
作
れ
た
。 

あ
る
日
、
現
地
人
が
娘
二
人
を
連
れ
て
来
て
、
ど
の
娘

で
も
く
れ
る
か
ら
娘
の
婿
に
な
れ
と
言
わ
れ
た
。
私
は
故

郷
に
妻
子
が
い
る
か
ら
と
断
っ
た
。
美
し
い
女
だ
っ
た
。

婿
に
で
も
な
っ
て
い
た
ら
村
長
に
で
も
な
っ
た
か
も
知
れ

な
い
。
そ
の
後
、
毎
日
五
、
六
人
が
私
の
仕
事
を
見
学
に

来
て
い
た
。
田
の
耕
作
が
終
る
と
、
今
度
は
ア
ヒ
ル
当
番

に
な
る
。
ま
た
池
に
は
魚
が
い
る
の
で
全
員
仕
事
を
休
ん

で
池
の
水
を
払
い
、
鰻
を
箱
に
三
つ
も
捕
り
、
毎
日
鰻
料

理
を
味
っ
た
が
、
三
日
も
す
る
と
飽
き
て
駄
目
だ
っ
た
。 

 

復 

員 

昭
和
二
十
一
年
四
月
二
十
九
日
、
ア
メ
リ
カ
の
「
リ
ィ

バ
テ
ィ
」
で
「
ベ
ト
ナ
ム
」
の
「
サ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
」
か
ら

復
員
す
る
こ
と
に
な
る
。
荷
物
の
検
査
、
写
真
、
刃
物
な

ど
全
部
明
細
書
に
書
き
、
多
い
と
取
り
上
げ
ら
れ
る
。 

ア
イ
ウ
エ
オ
順
で
私
が
い
つ
も
一
番
先
に
名
前
を
申
告

し
て
出
よ
う
と
し
た
ら
、
尋
問
す
る
と
言
っ
て
戻
さ
れ
る
。

マ
ラ
イ
に
い
た
こ
と
が
あ
る
か
と
い
わ
れ｢

あ
り
ま
せ
ん｣

と
返
事
を
し
た
ら
パ
ス
と
い
わ
れ
た
。
弓
削
中
尉
が
私
を

突
き
飛
ば
す
よ
う
に
急
が
し
て
通
過
さ
せ
て
く
れ
た
。
有

り
難
い
。 

そ
の
場
に
は
何
か
さ
れ
た
と
言
う
女
達
が
首
実
験
の
た
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め
十
人
ぐ
ら
い
が
来
て
い
た
。
兵
隊
が
少
な
く
な
る
と
、

誰
で
も
構
わ
ず
少
し
ト
ッ
ポ
イ
奴
が
指
さ
し
さ
れ
る
。
そ

し
て
そ
の
人
が
無
実
の
犯
人
と
さ
れ
て
し
ま
う
。 

や
が
て
検
査
も
終
わ
り
乗
船
す
る
。
帰
り
は
敵
潜
水
艦

の
脅
威
も
無
く
、
皆
甲
板
上
に
出
て
広
い
海
を
眺
め
た
。

や
が
て
台
湾
も
近
く
な
っ
た
船
の
後
の
方
に
は
真
黒
に
な

っ
て
マ
グ
ロ
の
大
群
が
追
っ
て
来
る
の
が
見
え
た
。 

や
が
て
復
員
船
は
九
州
の
博
多
港
に
入
港
、
二
年
振
り

で
見
る
日
本
に
帰
っ
て
き
た
の
だ
。
直
ち
に
上
陸
、
検
疫

後
、
再
会
を
約
束
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
郷
里
に
向
っ
た
。 

焦
土
と
な
っ
た
東
京
、
横
浜
そ
の
他
大
都
市
は
ほ
と
ん

ど
見
る
影
も
な
い
、
惨
め
な
姿
で
あ
っ
た
。
我
が
家
に
到

着
し
た
の
は
五
月
十
二
日
で
あ
っ
た
。
出
征
後
生
れ
た
子

供
は
三
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
か
ら
敗
戦
国
再
建
の
た

め
不
自
由
な
物
資
不
足
の
生
活
に
耐
え
、
平
和
日
本
建
設

に
働
き
、
何
不
自
由
の
な
い
平
和
な
日
本
と
な
っ
た
。
あ

の
時
の
よ
う
な
悲
惨
な
戦
争
は
子
供
に
は
味
わ
し
た
く
な

い
。
こ
れ
か
ら
の
我
が
国
を
背
負
う
若
い
方
々
に
言
う
。

永
遠
の
平
和
の
尊
さ
を
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
こ
の
大

戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
幾
百
万
の
英
霊
も
草
場
の
陰
で
念
じ

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
平
和
を
祈
念
す
る
。 
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あ
あ
ビ
ル
マ
戦
の
悲
劇 

福
井
県 

 

牧 

野 
 

 

元 
 
 

 

私
の
住
む
鯖
江
市
は
メ
ガ
ネ
の
縁
作
り
日
本
一
の
街
で

す
。
そ
の
鯖
江
市
で
料
理
屋
を
営
む
牧
野
家
の
三
男
と
し

て
、
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
九
月
十
日
に
生
を
享
け

ま
し
た
。
男
三
人
女
三
人
の
六
人
兄
弟
で
、
鯖
江
市
の
惜

陰
尋
常
小
学
校
で
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
昭
和
六
年
（
一

九
三
一
）
九
月
十
八
日
、
勃
発
し
ま
し
た
満
州
事
変
は
支

那
の
上
海
ま
で
飛
火
し
て
上
海
事
変
と
な
り
、
世
の
中
が

騒
々
し
く
な
り
、
こ
の
世
情
は
小
学
生
の
幼
心
に
も
残
っ

て
お
り
ま
す
。 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
支
那
事
変
が
勃
発
し
、
世
の

騒
ぎ
は
い
よ
い
よ
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
出
征
軍
人
を
見

送
る
の
に
国
防
婦
人
会
や
小
学
生
ま
で
、
日
の
丸
の
小
旗

を
持
っ
て
万
歳
々
々
で
見
送
り
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
五
年
二
月
十
一
日
の
紀
元
節
に
は
紀
元
二
六
〇

〇
年
を
迎
え
、
日
本
国
中
が
「
紀
元
は
二
六
〇
〇
年
」
の

歌
で
盛
り
上
が
り
、「
八
紘
一
宇
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、

戦
争
へ
の
道
を
突
進
し
て
行
く
よ
う
な
気
が
し
て
な
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
私
は
小
学
校
を
卒
業
し
家
業
の
手
伝
い
を

し
て
お
り
ま
す
と
、
白
紙
の
徴
用
令
が
来
て
名
古
屋
市
の

三
菱
発
動
機
工
場
で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
若
者
達

は
軍
隊
へ
志
願
す
る
か
、
軍
需
工
場
で
働
く
か
、
と
い
う

時
節
で
し
た
。 

二
年
間
、
三
菱
発
動
機
で
働
き
、
そ
の
任
務
を
終
え
て

故
郷
へ
帰
る
時
、
私
は
両
手
に
衣
服
と
食
糧
を
提
げ
て
名

古
屋
駅
に
来
ま
し
た
。
衣
服
類
は
手
荷
物
で
送
り
、
食
糧

だ
け
を
椅
子
に
置
き
中
央
線
に
乗
車
し
よ
う
と
待
っ
て
い

ま
す
と
、
人
に
押
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
乗
車
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

発
車
し
て
か
ら
ベ
ン
チ
に
置
い
た
食
糧
を
忘
れ
た
こ
と

に
気
付
き
、
慌
て
て
途
中
か
ら
名
古
屋
駅
に
引
き
返
す
こ

と
に
し
ま
し
た
。
果
し
て
あ
の
食
糧
が
ベ
ン
チ
に
残
っ
て

い
る
だ
ろ
う
か
と
心
配
し
な
が
ら
名
古
屋
駅
で
下
車
し
て

急
ぎ
ま
し
た
。
ベ
ン
チ
に
そ
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
ま
し
た
。

｢

よ
か
っ
た｣

な
ん
と
す
ば
ら
し
い
国
で
あ
ろ
う
か
と
、
日




